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　電気新聞に各界論客によるシリーズ『時評ウエーブ』が設け
られたのは 1998 年で、関根泰次東京大学名誉教授はコラム開設
以来、今日まで間断なく寄稿を続けておられこの 20 年間に 202
編を寄稿されております。このうち第 1話（1998 年 3 月）から
第 101 話（2007 年 3 月）までの 101 編は合冊され、単行本とし
て 2007 年 6 月に電気学会から出版されています。
　今回の出版は、それ以降 2018 年 5 月までの 10 年間の第 101
話から第 202 話までの 102 編です。関根先生が電力系統工学や、
その数理理論の世界的権威であることは、改めて申し上げる必
要はないと思いますが、その筆致は 80 歳を超えられてますます
円熟味が加わり、テーマも大学教育のあり方、日本の行くべき道、
グローバリズムの問題点、人生論とその広がりがとどまること
がありません。まさに、時代を代表する知識人ならではの社会
時評と警鐘の言葉に満ちています。
　日本は 80 年代のバブル崩壊後の“失われた時代”からなかな
か脱却できない中、少子化・高齢化が、否応なしに進展してい
ます。そして二酸化炭素削減を軸とする環境対策や、再生エネ
ルギー源の拡大浸透は、エネルギー政策に長期的視野に基づく
軌道修正を迫っています。このようなことを背景に、喫緊の課
題としての“大学の低迷”、“技術者の物言えぬ社会”、“技術行

政の問題点”、“技術立国の再興”、“エネルギー・電力の将来”について、先生は豊かな経験をもとにした示唆に富
む指針を我々に示しておられます。
　今回の新刊は、大学工学教育のあり方、電機産業や電力産業の行方、エネルギー問題に関心の高い方々に是非と
もご一読をお勧めいたします。また今後の技術日本を担っていかれる中堅・若手の技術者諸氏にもお読みいただき
たいと思います。
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１０１	 インドの世紀
１０２	 マンガ「戦争中毒」を読む（１）
１０３	 マンガ「戦争中毒」を読む（２）
１０４	 不可解な真実
１０５	 平岩・宮沢氏と平和国家日本
１０６	 信用の連鎖
１０７	 ユダヤ人のカトリック大司教
１０８	 アフリカに電気を
１０９	 忘れられたルーツ（その１）
１１０	 忘れられたルーツ（その２）
１１１	 文明開化の七つ道具
１１２	 ブータンへ（１）〝なぜ〟
１１３	 ブータンへ（２）〝なぜ、いま〟
１１４	 ブータンへ（３）〝幸せの国〟
１１５	 風任せ？
１１６	 エネ教育とグランゼコール（１）
１１７	 エネ教育とグランゼコール（２）
１１８	 右と左　保守とリベラル
１１９	 未来の大国　いつまでも？
１２０	 身近な南極
１２１	 パワーアカデミーと壁
１２２	 パワーアカデミー（ＰＡ）の１年
１２３	 79 年、89 年、09 年
１２４	 核廃絶と鳩山由紀夫工学博士
１２５	 スマートグリッド考
１２６	 金融資本主義時代の技術
１２７	 大学は誰の為に？
１２８	 憂鬱な日々
１２９	 長期予測
１３０	 戦後 65 年の「林住期」
１３１	 「ＱＯＤ指数」と日本
１３２	 グローバル化と未来への投資
１３３	 長寿の祝い
１３４	 ハドソン川の奇跡
１３５	 ３月 11 日
１３６	 非現実的な夢想家
１３７	 現代に生きる万里の長城
１３８	 現代に生きる万里の長城（つづき）
１３９	 去り行く２０１１年
１４０	 サルコジと福島第一
１４１	 ３・11		ある独元特派員の予言
１４２	 インテリジェント・グリッド
１４３	 ネットワーク考
１４４	 東北の夏祭り
１４５	 木を見て…
１４６	 学問なき経験は…
１４７	 一生の仕事（１）
１４８	 一生の仕事（２）
１４９	 サラリーマン 任期と保険
１５０	 サラリーマン 専門性と組織
１５１	 15 年間を振り返って

１５２	 ドイツと日本と
１５３	 明日への道標
１５４	 「戦争の記憶」を遺すこと
１５５	 「戦争の記憶」とは
１５６	 政府の信用度
１５７	 「しがらみ」と「きずな」と
１５８	 労働者	Ｋ教授
１５９	 労働者	Ｋ教授（つづき）
１６０	 那須翔氏と大学の今昔
１６１	 大学改革と電力改革
１６２	 大学改革と電力改革（つづき）
１６３	 そして日本のメディアは…
１６４	 ピケティの「大学論」
１６５	 入学式に想う大学の実力主義
１６６	 産業競争力強化と大学
１６７	 大学、研究・教育の産業化（その 1）
１６８	 大学、研究・教育の産業化（その 2）
１６９	 大学と産業界
１７０	 大学と産業界（つづき）
１７１	 三等国への道（１）	グローバル化
１７２	 三等国への道（2）	危機回避
１７３	 三等国への道（3）	エリート
１７４	 ＣＥＯは誰か？
１７５	 広島の折り鶴と粟津の晴嵐（1）
１７６	 広島の折り鶴と粟津の晴嵐（2）
１７７	 「国」揺さぶるグローバル化（1）
１７８	 「国」揺さぶるグローバル化（2）
１７９	 「国」揺さぶるグローバル化（3）
１８０	 州立大学ＭＩＴ 私立東京大学
１８１	 「ムダな研究」どう守る？
１８２	 脱ＥＵ、トランプ氏、天皇退位	㊤
１８３	 脱ＥＵ、トランプ氏、天皇退位	㊥
１８４	 脱ＥＵ、トランプ氏、天皇退位	㊦
１８５	 米国の喜劇？	トランプ大統領
１８６	 もう一つの事実と真実	㊤
１８７	 もう一つの事実と真実	㊦
１８８	 ロンドン、テロとＥＵ
１８９	 首都？	オックスフォード
１９０	 日本	恵まれた島国？
１９１	 海外が見る皇室と天皇退位
１９２	 ＥＵに学ぶ日本の将来
１９３	 大学はどこへ─	①	明日の大学
１９４	 大学はどこへ─	②	大学の劣化
１９５	 大学はどこへ─	③	大学と国
１９６	 大学はどこへ─	④	協働と競争と
１９７	 禍福は天上、地中より…
１９８	 明治１５０年、西洋国日本？
１９９	 日はまた昇る？
２００	 「日本という謎」を解く…
２０１	 「日本の謎」とタテ社会	㊤
２０２	 「日本の謎」とタテ社会	㊦

随想102話タイトル一覧


